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担えの信仰と造形
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,I＇！言霊童山節i~~ 、の fYJ保！1］＇泊に 、 ，＇，＇！、有と小更 ・ 越・竹の内 ・ 11;/jI引

と南保の部糸．がつづいている。南保fi信ffllJ・＿から百古い！民史を

持ってし・るが、 大同二年（807年） 創建の消水の清水寺 ・訟の

常泉寺など、 一連の大寺院があったが、 I_－＿杉謙信ヵ：話中にfi；.在

進めたとき、 ！被ブくで焼失し、そのため磁石Eのものに再逮された

石仏の造立は土地の信仰lの度合を知る三f掛りとなるが、Iii！し

南保地内でもお品の清水号与を中心にして数多くの石仏を見られ

るが、蛭谷や対岸の羽入には全く石仏は見ることはできない、

他は輿石谷へ行く盗E判ζ！葉中格を見るのみである。

清水寺の左手側、ゲJの内より笹川へ通ずる山道には数｛本の慈

愛にあふれた輩顔の均蔵が野の花を供えられて、ひっそり立ッ

てL、る。また向然石．にポン字を友宕に育前大金剛神と刻んど珍

らしい庚申もあり。右手例lの南保小学校グラ ンド山側には日間

神社、 基地、グ葬嶋、南保戚跡と、段々状の土地に集ま2 て1.-'

る。

(5) 

薩 仏 ＝南保 ・高畠 士

'.fj：点のザj、制：巴雌イムはその火葬場のーl~l\に四｛本あるうちの二体

であるη t初日filTfこは耳元仏は非常に多く、約1500体ぐらL、あると

株定されるがその中て叶~：1；軌菩躍は僅めて少〈現有まで ri.体 L カ・

硲泌されてなL、。

州、制仏は釈i.!ml成後、56(@': 7千万イ「ー後にζのIii：にIJ',fllし、f.Vm

の救前からもれたすべての衆生をを級うイムとしての吟えカ＇1:):1: 

まれたfl、て’あるの

ダj、•'NJ仏の~は色々と変化したものがあり 、 来良時代閉までは

、｜へ蜘忠利｛；像として、以後は如来像となり、時代が下がると芸品

侮！として桟っている。 苔雌i象のti~ ｛＇；－ 、 出像は！箆J－.に！丘ねたi1l•i ＇ず

の上iこ：JJ:輸浴を凶き、立l象は手にした蓮姦上に五輪搭を安れし

たを5をとってし、る。出品の弥軌仏は王手鑑形として追i倣され、今

'j'_~管制ii 』M誌でこわされた南保城跡の制（たち〉の凹んぼを什に

して削！ill「fでは数すくない弥革)J(J、のーっと して賄ってl、る内
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山村掻興対策事業

業
費
四
千
七
百
八
十

五
万
九
千
円
〈
当
初

計
画
、
四
百
六
十
七

万
五
千
同
）
で
年
度

別
事
業
状
況
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

さ
ら
に
規
模
を
大

き
く
し
た
山
村
振
興

第
二
次
対
策
が
国
で

山

村

農

林

漁

特

別

開

発

業事
業

昭
和
四
十
四
年
度
以
降

十
五
事
業
の
完
了

昭
和
四
十
三
年
度

に
木
町

山
村
地
域

の
旧
山
崎
村
旧
南
保

村
‘
旧
宵
崎
村
旧
縫

村
が
山
村
際
興
法
に

基
づ
く
闘
の
指
定
を

受
け
、
四
カ
年
の
事

業
計
画
を
策
定
し
昭

和
四
十
四
年
度
か
ら

地
域
振
興
を
目
的
と

し
て
事
築
に
遊
手
し

ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
た
び
昭
和
四
十
七

年
度
が
完
工
し
、

会

事
業
の
兜
7
を
み
、

今
後
こ
の
事
築
を
基

点
と
し
て
山
間
集
蕗

の
振
興
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
G

会
事
業

数
十
五
カ
所
、
総
務a

だ

7
事
J

奈

定

冨手
4マ ,4.(; +s 44 
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肉 質

区

く

地

ゆ

町

h
ソ
門
口

変

朝
最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
泊
病
院
短
感
知
錯
非
常
跨
導
灯
股
置

工
事

工
事
費
三
百
七
十
四
万
円

煙
感
知
器
二
十
六
倍
所

非
常
誘
導
灯
三
十
三
灯

工
期

六

月
二
十
五
日

t
八
月
三
十
日

二
、
沿
岸
漁
禦
錯
磁
爆
破
工
事

（
宮
崎
地
内
）

工
事
費
百
九
十
二
万
円

八
O
八
立
方
米

工

期

六

月
二
十
日

t
九
月
一
一一
十
日

一一一、
林
道
三
援
線
開
般
工
本

工

事

費

七
百
十
万
円

百
万
円
以
上

の

工

事

計
画
さ
れ
て
お
り
そ
の
指
定
を
受
け
る
た

め
、
現
在
そ
の
基
礎
調
査
の
資
料
作
成
に

と
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

延
長

九

O
八
米
（
南
保
笹
川
地
内
）

巾
員

四
米

工
期

七

月

一
日

i
十
二
月
十
日

図
、
林
道
樹
山
線
開
設
工
事

主
原
資

七
百
十
万
同

延
長

七
六

O
米
（
山
崎
地
内）

巾
員

＝
一、
六
米

工
期
七
月
一
日

t
十
二
月
十
日

五
、
町
進
国
中
、
大
鷲
谷
線
災
害
復
旧
工

事
工
事
費

二
百
九
十
万
円

延
長

一
O
一
、
八
米
（
笹
川
地
内
〉

巾
員
三
、
六
米

工
期

七
月
二
十
日

l
十

一
月一
一一十
日

六
、
泊
小
学
校
、
宮
崎
小
学
校
、
境
小
学

校
修
絡
工
事

工
事

費

百

十

二
万
円

工

期

七

月
二
十
八
日
I
八
月
二
十
五

口
u

一
、
町
道
平
柳

t
月
山
線
舗
装
工
事

（平
柳
地
内
）

工
事
費

百
三
十
三
万
問

延
長

二
五

O
米

巾
員

四
、
五
米

工
期

八
月
五
日
1
十
月
五
日

ニ
、
町
道
越

t
平
柳
鵠
舗
装
工
事（越
地
内
）

二
百
九
十
万
円

三
二
三
米

工
事
費
延
長

南保地区
山崎

第

次

「

O
Q
V
4

・

巾

員

七

米

工
期

八
月
五
日
l
十
月
二
十
日

三
、
町
道
西
町
線
錦
装
工
事
（
西
町
地
内
）

工
事
費

二
百
三
十
万
円

延

長

三

六

八
米

巾

員

四

米

工

期

八

月
五
日

i
十
月
二
十
日

四
、
町
道
笹
川
七
十
七
号
線
舗
装
工
事

（
笹
川
地
内
）

工

事

費

五

百
七
十
万
円

延
長

六

七

九
米

m員
三
、
六
米

工
悶

ハ
月
五
日
J
十
月
三
十
円

玉
、
笹
川
小
学
校
修
繕
工
事

工
事
費

百
三
十
六
万
円

工
期

八

月
十
二
日

t
九
月
十
五
円

農

業

構

造

改

善

事

業

地

区

に

昭
和
四
十
四
年
度
よ
り
、
南
保、

山
崎

地
区

（六
百
二
十
一二
戸
）
に
お
い
て
、

団

体
営
に
よ
る
土
地
基
盤
繋
備
が
、

着
工
さ

れ、

昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
に
計
画
面
積

五
百
六
ヘ

ク
タ
1
N
の
う
ち
三
五
、
ニ
パ

ー
セ

ン
ト
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
農
業
機
械
化
一

賞
作
祭
が
望

ま
れ
、
か
ね
て
よ
り
第
二
次
農
業
構
造
改

普
事
業
指
定
地
区
と
し
て
申
請
中
で
あ
り

ま
し
た
が、

こ
の
た
び
、
昭
和
四
十
七
年

度
の
計
画
樹
立
地
区
と
し
て
指
定
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
生
産
性
の
高
い
自

立
経
営
農
家
を
育
成
し
事
業
農
家
を
含
め

た
集
団
的
生
産
組
織
を
設
立
し
、
農
作
業

の
機
械
化

一
賞
作
業
を
図
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
c

昭
和
四
十
七
年
度
に

指

定

さ

れ

る

お
い
て
生
産
組
織
や
近
代
化
施
設
装
備
の

計
闘
を
し
、
来
年
度
よ
り
補
助
事
業
三
億

七
十
三
万
円
、
単
独
融
資
事
業
五
千
百
十

九
万
五
千
円
。
合
計
三
億
五
千
百
九
十
二

万
掠
千
問
の
事
業
費
で
四
年
間
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
事
業
内
溶
は
こ
i
一一
一部

落
を
単
位
と
し
た
機
械
管
煩
組
合
を
設
置

ト

ラ
ク

タ
ー
、

田
摘
機
、
動
力
防
除
機

、
自
脱
コ
ン

バ
イ
ン
、
股
機
具
結
納
雌
な

ど
を
管
理
運
営
し
、
ま
た
燥
協
が
拶
業
主

体
と
な
り
、

米
、
肉
内
牛
、
後
豚
、
問
料

作
物
を
主
要
作
闘
と
し
て
、

脊
苗
施
設
、

共
同
乾
燥
場
、

肉
用
牛
育
成
施
設
を
設
問

し
、
農
業
の
近
代
化
を
目
ざ
し
て
計
闘
中

で
あ
り
ま
す
。



る
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
術
さ
れ

る
農
家
へ
は
町
か
ら
政
府
買
入
基
準
数
量

を
指
示
し
ま
す
の
で
、
そ
の
範
囲
内
で
出

荷
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
生
産
調
整
は
昭
和
五
十
年
度
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
休
耕
奨
励
補
助
金
は

来
年
度
で
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

…
動
…

…
運
一

…
全

一

一
安

…

一
通
…

一
交

一

一
の
…

一
ぬ叫ハ

｝

1
・

朝
日
町
農
業
委
員
は
さ
き
に
新
し
く
選

ば
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
組
織
委
員
会
が
朝

日
役
場
に
お
い
て
聞
か
れ
会
長
及
び
会
長

職
務
代
理
、
県
農
業
会
議
員
に
、
つ
ぎ
の

委
員
を
選
任
し
ま
し
た。

農業委員会長

選任される

ん

な

で

守

ろ

う

交

通

み

ノレ

ノレ

町

昭和4'7年 9河 10日
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家

庭

は

通

安

全

家

族

会

議

を
も

ち

ま

し

ょ

う

日

で

会

長
会
長
職
務
代
理

県
農
業
会
議
員

鹿米鹿

熊図熊

安吉安

正 ニ 正

ー』

λ 

朝

お
り
、
地
域
に
適
し
た
転
作
物
の
普
及
指

導
と
定
着
化
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

九
月
二
十
二
日
記
＋
月
1

一日

今
年
も
行
な
わ
れ
ま
す

米の生産調整

I I 調整部積の内訳
積 調整数量 ！養魚 ｜普通 ｜集団 ｜永年 ｜休耕 ｜左のうち透特

池等転作転作転作 行面積

ha i苓 ha ha ha ha 加！ ha 
大家庄 71. 13 339.224 0. 16 12.49 4.37 0.26 53.85 38.7 
山崎 109.18 509.844 0.22 14.30 10.44 84.22 78.0 
南保 92.56 438.857 0.29 2.05 6.44 13.96 69 82 60.0 
五ケ庄 25.67 122. 771 0.06 2.69 3 65 0.14 19. 13 16.6 
f白 7.88 35.391 0.61 0.82 6.45 
笹川｜ 28.60 108.053 1. 39 16.96 10.25 
宮崎 2.04 8. 160 I. 05 0.99 
境 12.03 43.918 I .89 5. 11 5目。3

合計 349.09 I .606218 0.73 35.42 14.46 48.74 249.74 193.30 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十

二
日

t
十
月

一
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
歩
行
者

・
運
転
者

・
運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸
上
に
関
係

あ
る
す
べ
て
の
者
に
交
通
安
全
思
想
の
周

知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し
い
交
通
戸
l

ル’

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
は
か
る
こ
と
を
呂
的
と
し
て
い
ま

す
。
交
通
安
全
は
自
分
自
身
の
た
め
で
す
。

お
互
い
に
薄
い
生
命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

柏町
ノ
。

①
幼
児
を
同
行
す
る
時
は
‘
手
伝
つ
な

い
で
歩
く
よ
う
に
す
る
。

①
道
路
で
は
、
絶
対
に
幼
児
を
遊
ば
せ

p
h

、0

・ず
ん

hv

④
近
く
に
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
必
ず
そ
こ
を
と
お
る
よ
う
に
す
る
ω

老
人
に
つ
い
て
は
正
し
い
歩
行
と
自

転
車
の
正
し
い
乗
り
方
の
励
行
。

①
自
転
車
に
ふ
な
れ
な
者
は
、
車
両
の

ひ
ん
繁
な
道
路
で
乗
ら
な
い
。

①
自
転
車
で
右
左
折
の
と
き
は
必
ず
手

信
号
を
励
行
す
る
。

①
自
転
車
は
体
に
合
っ
た
も
の
を
使
用

す
る
。

①
つ
つ
か
け
、
下
駄
ば
き
及
び
和
服
で

自
転
車
に
乗
ら
な
い
。

①
無
灯
火
乗
車
は
絶
対
し
な
い
。

①
ブ
レ
ー
キ
尾
灯
（
反
射
器
）
等
の
整

備
点
検
を
す
る
。

①
並
進
や
二
人
乗
り
を
し
な
い
c

＠

見

通

し
の
悪
い
交
差
点
は
、

）
時
停

止
し
て
安
全
を
確
か
め
る
。

①
狭
い
道
路
で
自
動
車
と
す
れ
違
う
と

き
は
、
平
め
に
停
止
し
て
さ
け
る
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
ひ
と
り
ひ

と
り
が
注
意
し
、
規
則
を
正
し
く
守
り
事

故
の
な
い
明
る
し
r
家
庭
と
住
み
良
い
町
に

し
ま
し
ょ
う
。

昭和47.7 I日現在

永
年
性
植
物
な
ど
の
転
作
は

ひ

十

一
月
末
ま
で
に
計
画
書
の提

出

を

地区別米生産調整および稲作転換実施計画

さ

さ
ら
に
普
通
転
作
や
養
魚
池
等
へ
の
転
用

は
十
ア
ー
ル
当
り
五
千
円
、
集
団
転
作
や

永
年
転
作
は
一
万
円
が
加
算
さ
れ
て
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
こ
の
単
価
は

昨
年
と
同
額
で
す
。

そ
の
概
算
金
と
し
て

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

り
四
十
円
が
八
月
中
旬
に
す
で
に
支
払
わ

れ
ま
し
た
。
精
算
払
い
は
十
三
月
に
行
な

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
植
林
な
ど
永
年
性

植
物
へ
の
転
作
や
養
魚
池
等
を
実
施
す
る

た
め
計
画
を
田
提
出
さ
れ
、
ま
だ
末
完
7
の

農
家
は
十
一
月
来
日
ま
で
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
農
地
の
転
用
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
へ
申
請
す
る
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
い
。

ま
た
米
の
生
産
調
整
の
実
効
確
保
と
米

の
政
府
買
入
の
適
正
を
期
す
る
た
め
、
昨

年
か
ら
窓
寸
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
を
定
め

、
売
渡
し
申
し
込
み
に
よ
り
米
を
出
荷
す

米
の
恒
常
的
過
剰
に
対
処
す
る
た
め
に

調
昭
和
田
十
五
年
度
か
ら
米
の
生
産
調
整

担
L
Fe

b

u

－

rv
，，
P

私、，
w

n
hf
吹

s
e
b
，

と
稲
作
転
換
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
も
県
か
ら
一
、

一一一
六
0

ト
ン
の
目
標
数
量
の
配
分
が
あ
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
農
家
か
ら
実
施
計
画
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
現
地
確

認
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
生
産
調
整
面
積
三

泊
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
＼
調
整
数
量
一
、
六

0

0
ト
ン
で
目
標
の
一

一
八
%
に
達
し
ま
し

た
。
こ
の
面
積
の
内
容
と
し
て
土
地
改
良

基
盤
整
備
の
た
め

ρ通
年
施
行
（
夏
工
事

）
の
休
耕
が
大
学
を
占
め
、
山
麓
地
帯
の

不
便
な
水
田
が
休
耕
や
永
年
転
作
さ
れ
て

い
る
の
が
目
だ
ち
ま
す
c

こ
の
生
産
調
整
の
奨
励
補
助
金
は
、
調

盤
数
量
（
調
整
回
ご
と
の
昭
和
四
十
五
年

度
愛
業
共
済
引
受
基
準
収
穫
量
に
よ
り
算

出
）
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
射
し
六
’
十
八
円
で

家
庭
内
で
は
、
交
通
安
全
家
族
会
議
を

行
な
い
運
転
者
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
と

老
人
の
保
護
意
識
を
高
め
安
全
運
転
を
励

行
し
、
ま
た
、
飲
酒
運
転
の
事
故
の
恐
ろ

し
き
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
と
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
母
親

ぐ
る
み
の
指
導
を
重
点
的
に
行
な
い
、
と

く
に
通
学
通
園
路
に
お
け
る
、
安
全
の
穣

保
と
、
帰
宅
後
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い

て
指
導
し
、
幼
児
の
と
び
出
し
が
原
因
と

な
っ
て
発
生
す
る
交
通
事
故
の
多
い
事
か

ら
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
徹
底
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。

あ第205号（要？遊説会:r)

①
幼
児
が
道
を
横
断
す
る
と
き
は
右
手

（
旗
）
を
あ
げ
て
運
転
者
に
合
図
し
左

右
を
良
く
見
て
車
が
止
っ
た
の
を
確
か

め
て
か
ら
右
手
（
旗
）
を
あ
げ
て
道
を

横
断
す
る
習
慣
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
る
よ
う
指
導
す
る
。

(3) 



(4) 

家
庭
の

交
通
安
全

思
想
の

朝日町

交通安全母の会

結成される

め
ざ
し
て

昭和47年 9月 10日
月刊（毎月10日発行）

普
及
徹
底
を

昨
年
十
月
四
日
‘
伯
婦
人
会
が
他
校
下

に
さ
き
が
け
て
結
岐
し
た
交
通
安
全
母
の

会
は
、
交
通
安
全
器
動
に
大
へ
ん
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
朝
日
町
全
体
に
拡
げ
よ
う
と
、

七
月
二
十
五
日
、
水
鳥
文
子
会
長
以
下
各

校
F
婦
人
会
長
夜
間
の
も
と
に
朝
日
町
交

通
安
全
母
の
会
と
し
て
新
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

実
践
活
動
と
し
て
は
、
交
通
安
全
教
室

開
催
、
幼
児
老
人
等
の
安
全
誘
導
、
家
庭

に
お
け
る
交
通
道
徳
の
徹
底
等
を
期
し
て

お
り
ま
す
c

な
お、

既
に
当
会
の
た
す
き
も
準
備
さ

れ
て
お
り
、

会
員

一
同
交
通
事
故
ピ
ロ
を

目
ざ
し
て
強
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

ひさあ第205号（附昨日、8~ ）
第3種郵便物認可／

黒東防犯協会

新
役
員

キ
C
宇
品
マ
ハ
V

黒
京
防
犯
協
会
の
新
役
員
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

抱
一…
東
防
犯
協
会
は
町
民
相
互
の
活
動
に

よ
っ
て
犯
罪
を
防
止
し
、
明
る
し
r
社
会
を

作
る
た
め
に
防
犯
思
想
を
高
揚
す
る
と
と

も
に
、
各
単
位
紡
犯
団
体
の
円
滑
な
発
援

と
活
発
な
事
業
の
遂
行
を
呂
る
こ
と
や
｝
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
各
町
内
の
防
犯
連
絡
所
は
町
内

会
長
宅
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
ゑ

顕
い
ま
す
。

黒
東
防
犯
協
会
（
朝
日
町
関
係
分
）

会
長
中
川
抱
一
（
朝
日
町
長
）

理
事
水
島
潔
（
泊
校
下
防
犯
組
合
長
）

。

波

け

良

川
辺
（南
保

。）

hq

大

井
四
郎
（
山
崎
。
）

hw

期

川

清

（

野

中

。）

h
q

弓
野
幸
大
郎
（大
家
庄

グ）

グ

水

島

源
大
郎

（

境

庁

）

。
篠
田
哲
夫
（
五
筒
庄

h
q

）

。

折
谷
健
造
（
笹
川

グ

）

んゲ

水

島

源
蔵
（
宮
崎

。）

庁

布

施

佐

士
ロ
（
入
善
署
朝
日
主
幹
）

常
任

加
藤
俊
之
（
朝
日
町
助
役
）

理
事
監
事
館

弘
（朝
日
町
総
務
課
長
）

顧

門

箆

熊

安

正
（
県
議
会
議
員
）

参
与
酒
井
栄
（
朝
日
町
議
会
議
長
）

hq

藤
条
昇
巧
（
朝
日
町
教
育
長
）

田
尻
文
一
（
日
東
紡
泊
工
場
長
）

谷
地
元
清
典
（
保
護
司
会
朝
日
支
部
長）

グ’F 

奥さま

あなたも

国民年金に

令θ

七
十
年
代
は
、
年
金
時
代
の
夜
明
け
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
創
設
以
来
、
皆
年
金
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
の
奥
さ
ま

は、

と
か
く
会
社
勤
め
等
の
ご
主
人
の
年

金
に
頼
り
、
自
分
自
身
の
年
金
を
忘
れ
が

ち
で
す
り

国
民
年
金
に
加
入
し
、
ご
主
人
の
老
齢

年
金
と
あ
な
た
由
民
身
の
老
齢
年
金
で
、
よ

り
援
か
な
老
後
設
計
を
図
り
し
ま
し
ょ
う
。

悶
民
年
金
制
度
は
ご
家
庭
の
奥
さ
ん
が

加
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
た
だ
一
つ
の
公

的
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
で
は
、
老
齢
年
金
の
ほ
か
に

万
が
一
の
事
故
に
あ
っ
た
と
き
で
も
附
宮

年
合
が
、
ま
た
ご
主
人
に
、
も
し
も
ご
不

市
が
あ
っ
た
と
き
は
ご
主
人
の
遺
族
年
金

の
他
に
、
国
民
年
金
か
ら
母
子
年
金
や
寡

婦
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
c

つ
ま
か
ら
つ
ぎ
へ
と
相
つ
い
で
発
生
す

る
新
手
の
公
害
、
増
大
す
る
交
通
事
故
、

私
た
ち
の
環
境
に
眼
を
向
け
る
と
さ
、

万

一
の
と
き
の
備
え
が
盤
っ
て
い
れ
ば
そ
れ

だ
け
心
強
い
も
の
で
す
。

世
帯
更
生
資
金
の

貸

付

制

度

が

で

き

ま

し

た

世
仰
更
生
資
金
の
貸
付
制
度
は
、
低
所

得
世
帯
の
生
活
意
欲
を
助
長
し
そ
の
自
立

更
生
を
図
る
こ
と
を
闘
的
と
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

1
．
資
金
の
貸
付
対
象

低
所
得
世
帯
、
身
体
陣
答
者
世
幣
で
あ

り
、
こ
の
資
金
の
借
入
れ
が
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
転
結
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
股

棺
と
さ
れ
て
い
る
。

但
し、

他
の
公
的
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
者
は
原
則
と
し
て
対
象
と
し
な

、
。
hv 

2
．
資
金
の
種
類
と
貸
付
限
度

イ

更

生

資

金

二

O
万
円
以
内

身
体
障
害
者

更
生
資
金

生
活
資
金

福
祉
資
金

住
宅
資
金

修
学
資
金

ロ

三
O
万
円
以
内

、．． ，，
 
一一ホへ

高

校

月

三

千

円

以

内

高
専
（
一．
二
一云
ヰ
）
月
三
千
五
百
円
以
内

国
公
立
尚
一
時
（
阻
止
年
）
月
三
千
円
以
内

私
立

。

（

乙

月

間

千

円

以

内

国
公
立
問
大

月
六
千
円
以
内

私
立

。

月
七
千
円
以
内

卜

僚

護

資
金

一
O
万
円
以
内

チ
災
害
援
護
資
金

一
五
万
円
以
内

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
ほ
物
合

更
生
資
金
及
び
身
体
陶
器
者
更
生
資

金
に
つ
い
て
は
、
四

O
uu円
以
内

療

養

資

金

一

一

主

力

円

以

内

3
．

そ

の

他

貸
付
利
子
は
年

三

%

但
し
据
置
期
間
中
及
び
修
学
資
金
は

無
利
子

右
の
外
償
還
期
限
や
抑
制
間
期
間
等
そ

の
他
の
定
め
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
借
入

申
込
書
を
、
担
当
民
生
委
員
を
混
じ
、
町

社
会
福
祉
協
誠
会
合
続
出
し
て、

m
m社
会

月

一
万
一
千
円
以
内

五
万
円
以
内

三
O
万
円
以
内

福
祉
協
議
会
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て

お
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
民

生
委
員
若
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

相
談
下
さ
い
。

ひとり
暮しの－：

~ : 
さ
び
し
い
老
人

へ
さ
し
い

愛
の

一
声
を

こ
の
た
び
、
県
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
の
日
常
生
活
の
安
否
の
確
認
及
び
、
担

独
感
の
解
消
を
腐
る
F

」と
を

呂

的

と

し

て
、
老
人
福
祉
連
絡
員
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
c

朝
日
町
で
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
を
調
査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
十

五
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
が
九
十

八
名
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
老

人
福
祉
員
の
派
遣
を
希
現
し
て
い
る
か
た

が
十
名
ほ
ど
で
す
。
あ
と
の
か
た
は
、
ま

だ
体
が
元
気
だ
か
ら
、
近
所
に
身
内
が
い

る
か
ら
と
云
う
昭
由
で
連
絡
口
氏
の
派
遣
を

こ
と
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
を
常
に
阪
か
く
見
守
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
愛
の

一
声
巡
動
を
民
間
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
町
民
の
み
な
さ
ん

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
1戦
没
者
追
悼
法
要

』｜
｜

行
な
わ
れ
る
ー

日
常
光
寺
H

朝

H
町
遺
族
会
主
催
の
昭
和
四
十
七
年

度
朝
日
町
戦
没
者
追
悼
法
要
が
七
月
三
十

一
日
常
光
寺
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

当
日
は
遺
族
約
三
百
人
が
参
列
、
二
十

九
人
の
僧
出
の
読
経
の
中
で
、

町
遺
族
会

長
、
町
長
ら
各
界
代
表
の
焼
香
に
続
い
て

迫
悼
の
辞
が
あ
り
、
今
日
の
平
和
の
い
し

ず
え
と
な
ら
れ
た
七
O
九
柱
の
め
い
簡
を

祈
り
ま
し
た
。
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マイホームと

税

金

の

関

係

住

宅

を

新

築

さ

れ

る

方

は

よ

く

読

ん

矢口

「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い
う
夢

は
多
く
の
方
が
お
持
ち
の
よ
う
で
す
が
、

興
際
に
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
と
り
か
か

る
と
、
建
築
な
ど
の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
で
て
ぎ
ま
す
。
税
金
の
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
関
係
の
あ
る
税

金
は
つ
年
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（不
動
産
を
買
っ
た
と
き
の
説
金
）

一
、
登
録
免
許
税

(5) 

土
地
合
買
っ
た
り
家
を
建
て
た
り
し
た

と
き
は
、

所
有
権
に
つ
い
て
登
記
を
し
ま

す
が
、
そ
の
登
記
の
際
に
か
か
る
税
金
が

登
撮
免
許
税
で
す
。
税
率
は
売
買
に
よ
る

所
有
権
移
転
の
場
合
は
不
動
産
価
格
の
五

%
、
新
築
家
屋
の
所
有
権
保
存
登
記
の
場

合
は
不
動
産
価
格
の

O
‘
六
%
で
ナ
。

こ
の
不
動
産
価
格
は
、
原
則
と
し
て
市

区
町
村
役
場
な
ど
に
備
え
て
あ
る
固
定
資

産
課
税
A
長
に
記
載
さ
れ
で
い
る
評
価
織

に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
が
新
築
し
た
住
宅
の
保
得

登
記
や
、
新
築
の
建
究
住
宅
の
所
有
権
移

転
登
記
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
も

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
税
卒
が

O
、
一
%
に
な

り
ま
す
。

ハ円
新
簸
住
宅
の
保
育
背
景
配
の
場
合

で

イコ

て

b
き
ま
し

ょ
う

イ
個
人
が
昭
和
四
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
新
築
し
た
も
の
で

新
築
し
た
人
の
居
住
用
の
家
屋
で

あ
る
こ
と
。

ロ
家
屋
の
新
築
後
一
年
以
内
の
所

有
権
の
保
存
自
殺
記
で
あ
る
こ
と
。

ハ
一
機
の
家
賠
の
床
面
積
が
一
六

五
平
方
米
以
下
で
あ
る
こ
と
。
な

お
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
バ

1
卜
な
ど
耐
火
構
造
や
簡
易
耐
火

構
造
の
場
合
は
、
自
分
の
居
住
用

部
分
が
一

O
O
平
方
米
以
下
で
あ

る
こ
と
。

仁j

建
売
住
宅
の
所
有
権
移
転
登
記
の

場
合

イ
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一

日

ま
で
に
新
築
し
た
居
住
用
家
屋
で

新
築
後
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

を
、
新
築
し
た
者
か
ら
個
人
が
間

入
し、

自
分
の
住
宅
と
し
て
使
う

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
新
築
後

一
年
以
内
の
摂
記
で
あ

る
こ
と
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら

買
い
入
れ
た
家
屋
で
、
契
約
に
よ

っ
て
一
年
以
内
に
登
記
が
で
き
な

い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

（一）

登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
の
登

記
で
あ
る
こ
と
。

〈

一

一棟
の
家
屋
の
床
面
積
が
二
ハ

五
平
方
米
以
下
で
あ
る
こ
と
。
な

お
、
鉄
筋
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
場
合

は
、
自
分
の
居
住
用
部
分
が
、
一

O
O平－
b
米
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
前
記
の
新
築
し
た
り
、
購

入
し
た
り
す
る
た
め
に
資
金
を
借

入
れ
、
そ
の
家
屋
に
抵
当
権
の
設

定
登
記
を
す
る
樋
合
に
も
‘
次
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
O
、
四
%
の
税
率
が

O
、
一

%
に
格
滅
さ
れ
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
資
金
の
借
入
れ
を
し
て
い
る

こ
と
。

向

ハ
門
の
借
入
れ
に
か
か
る
償
措
ま
た

は
そ
の
借
入
れ
の
保
証
に
か
か
る

求
償
権
を
担
保
す
る
た
め
の
抵
当

権
の
設
定
で
あ
る
こ
と
。

二
、
不
動
産
取
得
税

不
動
産
を
手
に
入
れ
た
と
き
に
か
か
る

税
金
が
不
動
産
取
得
税
で
、
こ
れ
は
道
府

県
税
で
す
。
税
挙
は
不
動
産
価
格
の
三
%

で
す
が
、
新
築
住
宅
な
ど
で
一
定
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
も
の
に
は
、
一
五

O
万
円

の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

三
、
所
得
税
の
住
宅
取
得
役
除

附
和
四
十
七
梓
十
一
月

一
臼
か
ら
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
、

家
財
の
新
築
工
引
に
前
工
し
た
り
、
新
築

後
使
用
さ
れ
て
い
な
い
家
鹿
を
口
い
入
れ

た
と
き
、
次
の
袋
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
家
島
の
床
簡
積
三
、
三

平
方
米
あ
た
り
一

O
万
円
を
取
得
価
格
と

し
て
、
そ
の
取
得
価
格
の

一
%
（
最
高
二

万
円
）
が
そ
の
家
屋
に
居
住
し
た
年
以
後

三
年
間
、
各
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

付
家
屋
の
床
面
積
が
一
二

O
平
方
米

以
下
で
あ
る
こ
と
。

同
工
事
の
完
了
の
日
ま
た
は
買
入
れ

の
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
自
分
で
居

住
す
る
こ
と
。
ま
た
引
続
い
て
、
腔

除
を
受
け
る
年
の
十
二
月
三
十
一

日

ま
で
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
年
分

の
所
得
税
の
確
定
申
告
蓄
に
、
次
の

よ
う
な
書
類
を
添
付
し
て
、
控
除
を

受
け
る
金
額
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

H

建
築
越
準
法
に
よ
る
挫
築
雌
認
巾

前
に
対
ナ
る
臨
認
通
知
磁
の
等
し
（

建
築
基
準
法
の
適
用
を
受
け
な
い
家

屋
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
の
写
し
な

ど
、
床
面
積
が
一
二

O
平
方
米
以
下

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
）

伺
取
得
し
た
家
昆
の
登
記
簿
謄
本
（

抄
本
）
、
新
築
工
事
の
請
負
契
約
書

売
買
契
約
書
な
ど
、
そ
の
家
屋
の
工

事
着
工
年
月
日
を
証
明
す
る
書
類
か

そ
の
写
し
、

同
住
民
票
の
写
し、

（
抄
本
〉

スポーツコーナー

ス朝
ポ 日
J IOJ 

少
年
の
祭
典

第
一一
一
回
北
信
鑓
プ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

聞
か
れ
る

第
三
回
北
信
組
プ
ロ
J

タ
λ

ポ
1

ツ
少

年
大
会
が
、
八
月
二

n
か
ら
三
日
間
小
川

温
泉
元
湯
を
主
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
朝
日
町
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
二
十

七
名
を
含
め
大
会
に
は
、
北
信
越
五
県
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
三
百
人
余

り
が
参
加
し
、
レ

ク
リ
エ
ジ
ョ
ン
で
、
交

流
を
深
め
、
パ

ν

1
ポ
ー
ル
の
実
技
な
ど

を
通
じ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
高

め
ま
し
た
。

泊
中
学
校
体
育
館
で
は
、
全
員
で
プ
オ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
富
山
県
民
謂
越

中
小
原
節
を
習
い
、
楽
し
い
中
に
も
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
小
年
連
は
再

会
を
約
束
し
解
散
し
ま
し
た。

.,6. 
;:z::J; 

ブ

大

三連勝を飾る

－フ

朝日町

児童ク

野 球

泊本町チーム

第
三
回
朝
日
町
児
童
ク
ラ
プ
野
球
大
会

が
、
七
月
二
十
六
日
、
小
丸
山
～
泊
中
グ

ラ
ン
ド
で
、
町
内
む
児
童
ク
ラ
プ
十
二
チ

ー
ム
が
診
加
し
て
行
な
わ
れ
、
熱
戦
の
宋

泊
本
町
チ
l

ム
が
十
一
五
対
十
二
で
金
山
チ

ー
ム
を
破
り
三
連
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
泊
本
町
、
金
山
両
チ
ー
ム
は
、

八
月
五
日
、
宇
奈
月
町
で
行
な
わ
れ
た
下

新
川
郡
大
会
に
出
場
、
県
大
会
出
場
を
め

ざ
し
て
飽
斗
し
ま
し
た
が
、
金
山
ナ
1

ム

は
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
れ、

県
大
会
出
場

を
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「

D
Q
u
r
o



昭和47年 9月 10日
月 刊（毎月10日発行〉ひさあ第205号（昭和畔8月8日）

第3種制捜物認可 (6) 

結
団
式

壮

行
式

出
発
前
青
年
の
パ
ス
結
成
式
を
兼
ね
た

社
行
式
、
役
場
前
に
お
い
て
、
町
長
代
理

加
藤
助
役
か
ら
激
励
を
受
け
る
団
員
た
ち

青
年
の
域
会
議
室
に
お
け
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

滋
賀
県
希
望
ガ
丘
青
年
の
援
に
到
清
し

た
一
行
は
早
速
会
議
室
に
お
い
て
管
理
者

の
オ
ソ
ヱ
ン
テ
l

ジ
守
ン
を
伺
く

研

修

会

青
年
の
械
に
お
け
乏
技
後
会
風
景

「
遠
く
か
ら
見
た
朝
日
町
」
を
主
題
に
熱

心
に
討
議
す
る
団
員
た
ち

朝日町青年のパス
「青年の城

しー敦賀 ・

戸、

計
年
を
県
外
に
派
泊
し
、
他
県
の
河
川
年

と
交
疏
を
深
め
る
と
と
も
に
、
見
聞
を
広

め
青
年
相
互
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
よ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
第
一
回
朝
日
町
百
年
の
バ

ス
事
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ド
リ
年
の
パ
λ

に
は
制
口
町
の
訂
作
児
女

十
九
名
が
参
加
し
、
じ
ハ．
一十
八
日
午
後

八
時
三
十
分
か
ら
役
取
前
で
壮
行
式
を
行

な
っ
た
後
、

以知
、
初
の
円
的
地
誠
賀
県
希
望

ガ
丘
青
年
の
城
へ
出
発
し
ま
し
た
。

青
年
の
峻
で
は
、

「
私
た
ち
が
考
え
る
朝
日
町
の

未
来
」

と
い
う
T

1
7
で
研
修
し
、
活
発
に
意
見
の

交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

〈
写
真
は
当
時
の
ス
ナ
ヴ
プ

V

県

外

青

年

団

と

交
流
と
研
修
を
目
ざ
し
て

の

青
年
の
城
に
お
け
る
記
念
接
影

機
構
的
建
築
美
を
誇
司
令
ス

マ
ー
ト
な
青
年
の
域
の

「
集
い
の
広
場
」
に
集
ま
っ
て
記
念
保
彬
を
す
る
問

良

a・..
1
 
．
 

』

占
県
外
青
年
固
と
の
交
歓
会

福
井
県
ラ
ド

ン
温
泉
湖
月
荘
に
お
い
て

美
浜
町、

三
方
町
青
年
団
之
に
ぎ
や
か
に

握
手
を
交
わ
す
団
員
た
ち

湖
月
荘
に
お
け
る
交
歓
会
風
景

双
方
団
員
交
互
に
席
を
占
め
た
会
問
拐
に

お
い
て
、
朝
日
町
の
mm要
を
説
明
す
る
朝

日
連
背
清
水
事
務
局
長

F
町
U
A『
u
n
h
u

一
路
朝
H
町
へ

柑
泊
の
強
行
叩
中
に
も
鋭
労
の
色
も
見
せ

ず
帰
り
の
市
小
も
相
変
ら
ず
、
ゲ
ー
ム
に

興
ず
る
一
行
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る
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第
四
回

小
・中
学
校
水
泳
記
録
会

(7) 

。
小
学
校
の
郎

V
五
年
女
子
五
十
米
自
国
型
①
清
水
雅

子
（
大
）
①
大
村
終
（
泊
一
）

V
六
年
女

子
五
十
米
自
由
型
①
土
居
弘
美
（
泊
二
）

①
長
原
春
美
〈
大
〉

V
五
年
男
子
五
十
米

自
向
型
①
中
島
砧
幸
（
南
）
①
石
橋
正
（

大）

V
六
年
男
子
五
十
米
自
，
間
部
一
①
谷
祐

之

〈
五
）
①
水
島

一
夫
（
泊

一
）
V
五
年

女
子
五
十
米
平
泳
①
宇
田
智
子
（
南
）
①

殿
村
恵
子
（
南
）

V
六
年
女
子
五
十
米
平

泳
①
中
山
香
代
子
〈
山
）
①
北
山
孝
子
a

（

南）

マ
五
年
男
子
五
十
米
平
泳
①
池
田
宏

（
山
）
①
水
野
武
則

〈
五
〉
V
六
年
男
子

五
十
米
平
泳
①
勝
田
巧
（
泊
一二V

①
住
吉

殺
人

（大
）
V
五
年
女
子
五
十
米
背
泳
①

大
谷
み
ち
子
（
泊
二
）
①
東
ゆ
き
子
（
泊

二
）
V
六
年
女
子
五
十
米
背
泳
①
沢
田
真

澄
（
泊
一二
〉
＠
大
平
業
子
〈
泊
三
一
）

V
六

年
男
子
五
十
米
背
泳
①
松
原
隆
明
（
泊
）

⑨
根
建
藤
信
〈
泊
一
）

V
五
年
男
子
百
米

自
向
型
①
井
口
時
間
明
（
大
）
①
吉
沢
秀
三

ハ泊
一二）

V
六
年
男
子
百
米
自
由
郡
一①
背

向
崎
浩
幸
（
山
）
①
氷
見
透
（
泊
一
ニ
）

V
女

子
二
百
米
リ
ν

l
①
泊
三
区
①
山
繭
V
男

子
二
百
米
リ
レ
l
①
泊
一
区
①
大
家
庄
V

六
年
女
子
百
米
自
由
型
①
安
達
律
子
（
山）

。
中
学
校
の
部

V
女
子
百
米
自
由
型
①
小
坂
智
代
子
（

南
）
①
青
島
京
子
（
山
〉
V
男
子
百
米
自

由
型
①
谷
栄
一
（
泊
一
ニ
）
①
長
井
裕
生
（

泊

一
）
V
女
子
百
米
平
泳
①
舟
見
美
千
子

（泊
一一）
①
長
崎
い
づ
み
（
南
）

V
弟
子

百
米
平
泳
①
中
島
繁

（泊
一二
）
①
谷
栄

一

（泊
一ニ）

V
女
子
百
米
背
泳
①
野
田
裕
子

（泊
一二〉

V
男
子
百
米
背
泳
①
谷
栄
一
〈

泊
三
）
①
森
島
治
（
南
）

V
女
子
二
百
米

リ
レ

l
①
南
保
＠
山
崎
V
男
子
二
百
米
リ

ν
l
①
南
保
①
山
崎

。

一
一
般
の
榔

男
子
五
十
米
自
由
型
①
森
島
絡
治
（
南
）

①
数
家
裁
口
継
〈
五
）

題聾欝翻
「
青
年
の
歌
』
決
ま
る

入
選
歌
詞
は

宝
水
玲
子
さ
ん
（
泊
〉

ざ
る
五
月
か
ら
「
朝
日
町
青
年
の
歌
」

の
歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月

三
十
一
日
で
締
め
切
り
、
応
募
作
品
二
十

主
通
を
広
川
親
義
氏
、
間
部
警
治
氏
、
沢

・糸
古
口
治
氏
、
連
背
二
名
の
審
査
員
で
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
玉
水
玲
子
さ
ん
（
泊

〉
の
作
品
が
入
選
作
に
、
ま
た
佳
作
に
は

長
井
文
夫
さ
ん
（
笹
川
）
七
沢
政
時
さ
ん

（
山
崎
）
入
江
久
さ
ん

（泊
）
の
作
口
聞
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

迎
合
背
年
間
で
は
沢
泉
北
口
治
・
氏
に
作
品
聞

を
依
頼
、
レ
コ

ー
ド
に
し
て
、
町
背
年
た

ち
に
こ
の
駄
を
広
め
、
明
日
の
朝
日
町
を

。
地
区
対
抗
成
績

V
小
学
校
の
部

①
大
家
庄
①
南
保

V
中
学
校
の
部

①
南
保
①
泊
三
区

V
総
合
①
士
用
保
①
山
崎
①
泊
三
区

第
十
九
回
少
年
野
涼
大
会

（
八
月
二
十
三
日
小
丸
山
、
問
中
）

①
泊
二
区
南
笹
川

①
山
崎

①
山
崎

朝
間
野
球
大
会
成
績

準
々
決
勝

朝
日
町
役
場
日

1
5
中
央
間
際
協
B

朝
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

8
1
6
北
日
本
毛
l
タ

l

ス

小
川
生
コ
ン
け
｜
4
教
員
チ
l

ム

築
く
青
年
た
ち
の
心
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
選
歌
詞
は
、

広
川
親
義
先
生

に
補
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
選
し
た
玉
水
玲
子
さ
ん
の
作
品

一
、
朝
日
岳
か
ら
朝
日
が
昇
る

今
日
も
生
き
よ
う
力
の
か
v
ぎ
り

記
て
示
せ
若
人
の
意
気

固
く
手
を
組
み
足
踏
み
鳴
ら
し

明
日
を
目
指
し
て
進
む
の
だ

あ

あ

わ

れ

ら

わ

れ
ら

誇
り
も
高
主
朝
日
町
青
年

二
、
峡
の
出
湯
の
湧
き
出
す
よ
う
に

品
開
と
力
の
泉
が
た

E
る

起
て
示
せ
若
人
の
意
気

心
一
つ
に

力
を
合
わ
せ

理
想
の
郷
土
を
築
く
の
だ

あ

あ

わ

れ

ら

わ

れ

ら

勇
気
溢
れ
る
朝
日
町
背
年

一一
寸
有
磯
の
海
に

夕
陽
が
燃
え
る

若
い
我
等
の
生
命
も
燃
え
る

起
て
示
せ
若
人
の
意
気

円
く
輸
に
な
り
声
高
ら
か
に

建
設
の
歌
う
た
う
の
だ

あ

あ

わ

れ

ら

わ

れ

ら

ひ
ら

未
来
を
拓
く

と
結
ひ
つ
け
て
弾
正
が
加
え
ら
れ
、

一
時

表
退
し
た
が
、
そ
の
後
柔
道
と
共
に
白
本

人
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
見
直
さ
れ
、
近
年

で
は
国
際
的
に
も
そ
の
価
値
が
認
識
さ
れ

て
い
る
。

朝
日
町
青
年

朝
日
町
で
は
旦
て
は
有
志
の
聞
だ
け
で

行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
に
こ

れ
ら
の
人
達
の
熱
意
に
よ
っ
て
泊
武
道
会

の
発
足
を
見
、

空
手
、
柔
道
と
共
に
こ
の

傘
下
に
入
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

レ
ッ
パ
ク
の

気
合
も
は
げ
し
く

と
ば
し
て

最
近
で
は
会
員
も
増
加
し
、
週
三
回
、

泊
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
小
学
生
な

ど
も
加
え
、
裂
白
m
の
気
合
も
す
さ
ま
じ
く

残
暑
の
き
び
し
さ
も
吹
・
ざ
と
ば
し
て
練
習

に
は
げ
ん
で
い
る
。

入
会
希
望
に
つ
い
て
は
左
の
と
お
り
で

暑
気
を
吹
き

司
i
uu計
U

心
身
の
線
路

あ
る
。

練男学
習女童
はを 、
午間小
後 月 わ学
七ず 生
、水、山

三 年
理代湯 O金以

永 大事表 I 上
井 管長者校所九 ' 
（（説（体 、 阪
誕ii五次 二 千 育泊三 人

士段郎段之 鍔小 O － 
学絞

古
来
か
ら
、
剣
の
道
は
己
れ
を
律
す
る

に
厳
し
く
、
自
ら

求
め
て
苦
難
に
打

勝
つ
体
力
と
精
神

の
線
開
聞
に
あ
る
と

言
わ
れ
、
日
本
人

に
は
伝
統
的
に
広

く
愛
き
れ
て
き

た。
略
戦
前
か
ら
は
、

剣
の
道
も
い
さ
さ

か
本
道
を
そ
れ
て

契
械
の
技
と
し
て

重
く
見
ら
れ
、
そ

の
た
め
、
戦
後
は

日
本
の
侵
略
政
策

〈
写
真
は
剣
道
ク
ラ
プ

練
習
風
景
V



(8) 

a
－
秋
の
お
便
り
は
、
ミ
ニ
レ
タ
l
で
ク

昭和47年 9月 10日
月 刊（毎月10日発行）

灯
火
親
し
む
秋
で
す
。
旧
知
に
心
の
こ

も
っ
た
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

便
せ
ん
も
封
筒
も
切
手
も
い
ら
な
い
便

り
を
、

一
度
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。ミ
ニ

レ
タ
ー
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
郵
便
書
簡
〈
一
部
二
十
円
〉
が
そ
れ
。

涼
し
げ
な
薄
専
門
の
地
色
に
、

淡
水
魚
の
女

王
、
に
し
き
鯉
が
色
ど
り
も
鮮
か
に
浮
ん

で
い
る
デ
ザ
イ
ン
。
封
を
し
ま
ず
か
ら
手

紙
と
同
じ
効
果
が
あ
り
、
全
体
の
重
量
が

一
0
グ
ラ
ム
を
こ
え
な
い
限
り
、
写
只
や

押
し
花
も
封
入
で
き
ま
す
。

ひさ

av郵
便
箱
は
標
準
型
を
萩
付
け
ま
し
ょ

A
J
O
 

郵
便
物
も
年
々
大
型
化
し
て
い
ま
す
。

雨
に
も
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
新
聞

も
差
入
れ
で
き
る
便
利
な
受
箱
で
す
。
（

一
個
七
百
円
）
申
込
み
は
も
よ
り
の
郵
便

局
へ
ど
う
ぞ
。

あ第205号

じ
よ
う
ず
な

電

話

の

か
け
方

う

け
方

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

蟹診

（昭和32判月8日）
第3組員l使物認可／

①
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
前
に
脊
号
を
メ

毛
で
磁
か
め
ま
し
ょ
う
。

①
〆
イ
ヤ
ル
は

「
指
ど
め
」
ま
で

E
m

に
ま
わ
し
ま
し
ょ
う
。

①
お
話
し
中
の
と
き
は
こ

i
三
分
待
つ

て
か
け
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

①
ダ
イ
ヤ
ル
後
五
、

t
十
五
秒
呼
出
品
目

が
聞
こ
え
な
い
泌
合
で
も
そ
の
ま
ま
待

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①

相
手
が
出
な
く
て
も
呼
出
昔
は
卜
川

ぐ
ら
い
待
ち
ま
し
ょ
う
。

品 善：
同 一町，：
善 i・H ・V ・..... 

Zま l
害；意

西
日
本
の
集
中
豪
雨
災
害
見
舞
金
に

と
、
朝
日
町
善
意
銀
行
へ
、
つ

g
の
か
た

か
ら
貴
重
な
善
意
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
千
四
百
円
也

月

山

西

田

秋

彦
殿
（
満
四
才
）

朝
日
町
醤
・立
銀
行
で
は
、
こ
の
ほ
万
朝
日

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
同
で
、
管
内

の
寝
た
き
り
老
人
一
一
一
一
名
の
か
た
に
、

寝
ま
き
を
贈
っ
て
お
見
舞
を
い
た
し
ま
し

た
。

一
み

第
三
日
曜
日

は

一

一ι

家

庭

の

日

一

釦

／
＼

一
町

家

族

み

ん

な

で

話

し

あ

い

…．
 

一
み

力

を

出

し

あ

い

…
る

楽

し

み

あ

い

ま

し

ょ
う

一
く

｜
｜

i
l
ll
i－－

1
1
1
1
1一

一家

自
転
車
の
二
人
乗
り
…

一
に

無

灯

火

を

一

一
る

な

く
し
ま
し
ょ
う
一
－
 

一
同

お

と

な

も

こ

ど

も

も

．
 

…年

交

通

ル
1
ゎ
げ
を
守

q

一

一－

Y
み

ん

な

で

↑

…
骨

法

意

し

あ

い

ま

し

ょ
う

…

図
書
館
だ
よ
り

T
Y
R

‘
uリ
、

a
4b
h
uv
H
HH
 

図
議
郎
利
用
者
に
ご
め
い
わ

く
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
毎
月
新
し
い
本

が
入
っ
て
お
り
ま
ナ
か
ら
、
ど
し
ど
し
ご

利
川
く
．
た
さ
い
u

心
配
ご
と
、

苦

情

不
満
な
ど
の
相
談
は
、

一
V
行

政

相

談

H
時

毎

月

第

一
月
附
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
婦
人
会
館

…
v人
衛
法
律
相
践

日

時

毎

日ハ第
三
月
曜
日

午
後
一
時

t
午
後
一一．
時

場

附

朝

日
町
職
工
会
館

…
v心
配
ご
と
相
股

円

時

毎

週
月
曜
日

’午
前
十
時

l
午
後一一
一時

場
・所

朝
日
町
心
配
ご
と
相
談
所

昭和 48年

~£大会始めの

御腿きまる

一存と
も

お
姐
の
「
子
ど
も
」
の
文
乍
が
倣
刈
の

小
に
な
く
て
も
、
子
ど
も
を
点
射
す
る
．．
 
パ

広
が
よ
み
蜘
」
ま
れ
て
い
れ
ば
紡
附
で
す
。

詠
進
の
期
間
は
、
九
月
一
日
か
ら
十
月

十
一
日
ま
で
で
す
が
、
く
わ
し
い
応
募
要

領
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

⑧

⑧

⑨

 

。
生

ま

れ

た

人

＠
結
ぼ

れ

た

人

V
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
七
年
八
月
十
五
日
現
在
）

O
出

生

（お
す
こ
や
か
に
）

境

水

島

一

武

長

男

正

尊

宮

崎

河

内

奉

男

長

女

ル

ミ

子

宮

崎

水

島

静

夫

長

男

幸

治

宮

崎

米

谷

英

夫

ご

男

知

樹

泊

悔

津

隆

一

一
一
女
美
緒

泊

長

井

静

男

長

女

智

美

泊

篠

沢

修

一

一

一

女

咲

子

泊

能

登

徒

男

長

男

輸

泊

述

部

民

弘

長

女

千

将

沼

保

井

口

政

弥

二

女

栄

子

沼

保

大

村

孝

之

長

男

巨

住

沼

保

笹

川
哲

夫

三

女

広

実

道

ド

魚

津

孝

託

児

孝

義

道

下

草

軒

昭

二

長
邦
川
士
ロ
園
内次

点
草
野

水

鵠

忠

後

長

男

俊

也

京

一

平

野

高

桜

山

店

長

女

一

恵

来
事
野
七
寸
一
回
秀

一
一
一
男

弥

荒
川

殿

村

文

縫

長

男

隆

幸

荒
川

上

口

問

進

長
男

進

一

横

路

嶋

田

善

長

二

女

タ

呑

横

尾

柴

田

義

彦

二

女

和

美

桜

町

信

田

寛

二
男

隆

明

赤

川

山

田

勝

正

良

男

直

己

赤

川

浜

川

的

反
女

英

子

月

山

知

繁

忠

以

女

呂

美

南

保

松

下

擢

長

男

栄

大
家
店
長
能
＃
．
郎

二
女

真

美

大
家
陀
石
橋
芳
和
円
以
山
内
大

剛

山

川

新

山

弁

勝

雄

二
別

弟

山

崎

水

野

利

一

二

火

殺

栄

殿

町

野

田

・潔

二

児

雑

大

。。
釧宮 結

路 婚

市崎

（お
し
あ
わ
せ
に
）

新
田
徳
大
郎

近

雌

妙

チ

I .,. ・a月の町内交通事故数一一一、・i

！ 刀 件数死者負傷者 A! 
l 1 Jj～7月 35 5 34 、Wl
! （＜：~檎＞ ~ 
l 8 月 7 1 11 

。
古南

。
死

平

・
笹

川

・
笹

川

・
笹

川

・
沼

保

・
道

下

・
道

下

．
東
草
野

・
山

崎

・
山

崎

．
大
家
正

・
偵

水

・
大r:p *J;il 

w Jplj ~任
売
所行

崎保

瓜

生

俊

成

凶

行

悦

子

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

来

上

す

い

（

七

二

竹
内
み
よ
（
七
一
二
）

小
林
出
絞
（
八
一
ニ
）

竹
内
ふ
じ
（
八
ご
〉

清

水

よ

し

（

八

O
）

来
上
よ
し
（
七
四
）

糟
山
ち
い
（
八
九
）

佐

渡

長
制
限

（
七
削
）

青

島

潔

（

七

九

）

七

沢

は

や

（

七

六）

藤

井

兵

士
M

（八

O）

川
端
山
次

郎
（
六
六
）

45 6 42 本~r~~；n

jf:j明

fl !11 
111r 

i:11 
f生
Jplj !:!,} 

送定郵
便
番
ガ （！日i料

十

二

円

プL 六

jL 
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